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第４回会議に向け整理した事項 

１ 沿川の土地利用状況の確認 
  （既存の遊水機能の保全について） 
 
２ 中流部と下流部の治水バランス 
 
３ 江川中流部の整備イメージ 
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荒川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模（７２時間総雨量６３２ｍｍ）） 

１ 沿川の土地利用状況の確認 

江川は谷地地形の谷底を流れる 
 

沿川は浸水リスクの大きい土地 

2 

※国土交通省 洪水浸水想定区域図（想定最大規模等） 
  荒川水系荒川 より抜粋・引用 
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洪水（浸水）リスクに応じた土地利用のあり方（イメージ） 

谷地・低地 台地 台地 

浸水を許容する事が難しい土地利用（住宅地など） 

浸水を許容できる土地利用（農地・緑地など） 

浸水リスク 

高 

低 

１ 沿川の土地利用状況の確認 
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霊園 

   事業地 
   農地 
   盛土 
   雑種地 
   谷地 

荒沢沼 

１ 沿川の土地利用状況の確認 

１．３ｋ ～ ２．２ｋ 
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桶川西分署 

１ 沿川の土地利用状況の確認 

２．２ｋ ～ ３．０ｋ 

   事業地 
   農地 
   盛土 
   雑種地 
   谷地 
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桶川西 
中学校 

調
節
池 

１ 沿川の土地利用状況の確認 

桶川西分署 

３．０ｋ ～ ３．９ｋ 

   事業地 
   農地 
   盛土 
   雑種地 
   谷地 
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調節池 

桶川西 
中学校 

２．０ｋ～３．９ｋの江川沿川では、遊水機能を 
有している農地（水田）が多く存在している。 

事業地 
盛土 

霊園 

荒 
沢 
沼 

１．３ｋ～２．０ｋの江川沿川には、事業地や盛土が多い。 

１ 沿川の土地利用状況の確認（まとめ） 
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２ 中流部と下流部の治水バランス 

下流部 

中流部 

調
節
池 

中流部をケース３で改修を行った場合 
• 中流部の浸水区域は変わらないが、 
  浸水深は減少する。 
• 一方、下流部の浸水区域は変わらないが、
浸水深は増大する。 

浸水深が増大 

浸水深が減少 

調
節
池 

市道 
71号線 

荒沢沼 

下流部 

中流部 

県道 
川越栗橋線 

ケース２ ケース３ 

上流部 中流部 下流部 荒川との合流点

ケース１ 現況の地形

ケース２

ケース３
改修（拡幅＋掘削）

ケース４
改修（拡幅＋掘削＋高築堤）

現在の河川整備計画で
改修

（調節池＋河川）

現況の地形

現況の地形
現在の河川整備計画で

改修

中流部の河道拡幅により、 
下流部の洪水リスクが増大 
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中流部の河道拡幅による下流部の洪水リスク増大（イメージ） 

荒 

川 

下流域 

上流工区 

調節池 

中流部の河道拡幅をすることで、 
 中流部の浸水状況が改善する。 
 一方で、下流部の浸水状況が悪化する。 

都市下水路 

河道拡幅により洪水が  
 より下流へ流れやすくなる 

都市下水路 

下流部で 
浸水状況悪化の可能性 

9 
下流部 

中流部 上流部 

中流部の 
浸水状況が改善 

浸水深の減少 

浸水深の増大 
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中流部と下流部の治水バランスに配慮した方策（イメージ） 

荒 

川 

下流域 

上流工区 

調節池 

中流部に洪水調節機能を確保し、 
 下流の洪水リスクを増大させずに、 
  中流部の浸水被害を改善する。 

都市下水路 

都市下水路 

下流部の 
 浸水状況を悪化させない 

10 
下流部 

中流部 上流部 

洪水調節機能を確保することで、 
 下流へ流れる洪水を増加させない 
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３ 江川中流部の整備イメージ 

１ 沿川の土地利用状況の確認 
２ 中流部と下流部の治水バランス 
 
江川中流部の整備イメージ 

①河道拡幅・掘削を基本とする。（原則高築堤はしない） 
 
②江川沿川（２．０ｋ～３．９ｋ）に存在する 
 農地（水田）が持つ遊水機能の活用を検討する。 
 
③中流部に洪水調節機能を確保し、中流部と下流部の 
 治水バランスに配慮した対策を行う。 
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江川中流部の整備イメージ図（案） 

中流部 

3.9k 

3.0k 2.0k 

1.3k 

調節池 
(整備中) 

市
道
71
号
線 

桶川西中学校 

台地 

農地（水田） 

河道拡幅・掘削 
堤防 

農地（水田） 

農地（水田）が持つ遊水機能の活用を検討 

谷地（低地） 台地 

凡例 
 河道の拡幅・掘削 (原則高築堤はしない) 
 農地（水田）が持つ遊水機能の活用を検討する区域 

台地 

台地 

台地 

上流部 下
流
部 


